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鉱害・離職者・商工業など

す
で
に
各
種
報
道
機
関
に
よ
り
ご
承
知
の
と
お
り
ぺ

昭
和
九
年
の
設
立
以
来
水
巻
町
と
共
に
あ
っ
た
占
炭

″
が
、
こ
の
三
月
を
も
っ
て
終
閉
山
す
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
去
る
四
十
年
、
施
業
案
不
琵
可
に
よ
り
第

一
鉱
業
所
が
閉
山
し
た
時
の
例
を
み
る
ま
で
も
な
く
、

本
町
産
業
の
基
幹
と
し
て
あ
っ
た
日
庚
の
閉
山
は
、
日

炭
・
関
連
企
業
の
従
茎
早
こ
、
三
〇
〇
人
と
そ
の
家
族

の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
商
工
業
を
中
心
に
、

町
全
体
に
多
大
の
衝
撃
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
で
し

よ
う
。町
は
こ
の
対
策
に
、
議
会
に
「
日
炭
問
題
特
別
委
員

会
」
を
、
執
行
部
に
「
円
炭
問
題
対
策
委
員
会
」
を
そ

れ
ぞ
れ
設
置
し
、
議
会
、
執
行
部
が
一
体
と
な
り
と
り

く
ん
で
い
ま
す
が
、
閉
山
に
伴
な
う
諸
問
題
と
、
こ
れ

に
対
す
る
町
の
考
え
方
、
現
在
ま
で
の
活
動
状
況
を
お

知
ら
せ
し
、
今
後
の
こ
の
間
題
に
対
す
る
町
行
政
に
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ど
協
力
を
得
た
け
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
題
解
決
に
国
な
ど
の
力
を

強

力

に

関

係

機

関

に

陳

情

町
は
Ｈ
庚
の
閉
山
に
つ
い
て
一
月
二

十
四
日
、
新
聞
の
報
道
に
よ
り
突
然
知

ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
二
十
五
日
開
会

中
で
あ
っ
た
議
会
で
全
員
協
議
会
を
開

催
、
こ
の
非
常
事
態
を
緊
急
に
討
議
し

ま
し
た
。
こ
の
席
上
で
日
庚
労
組
浜
辺

書
記
長
の
陳
情
を
、
翌
日
職
組
上
田
組

合
長
、
会
社
か
ら
中
村
部
長
の
閉
山
問

題
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
労
職
組
と
も
タ
閉
山
反

対
″
で
あ
り
、
町
も
日
庚
が
閉
山
と
な

っ
た
場
合
の
地
域
商
工
業
、
町
財
政
に

対
す
る
打
撃
の
大
き
さ
、
従
業
員
の
再

雇
用
、
住
宅
間
魔
を
中
心
と
す
る
民
生

安
定
の
困
難
さ
、
鉱
害
復
旧
処
理
問
題

な
ど
の
醇
影
響
を
検
討
、
閉
山
の
事
態

を
さ
け
る
た
め
議
会
、
執
行
部
の
代
表

が
直
ち
に
二
十
六
日
か
ら
上
京
し
、
関

係
各
機
関
に
陳
情
を
行
な
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
月
十
八
日
、
臼
炭
労
使

の
団
体
交
渉
の
席
上
、
会
社
側
か
ら
「

閉
山
提
案
」
が
さ
れ
、
二
十
一
日
の
労

組
、
職
組
の
臨
時
大
会
で
閉
山
も
や
む

を
得
ず
と
し
、
退
職
条
件
を
討
議
す
る

条
件
闘
争
に
入
る
事
態
と
な
り
、
町
も

こ
の
事
態
を
直
視
し
て
町
行
政
の
立
場

か
ら
、
住
民
の
利
益
に
つ
い
て
の
検
討

と
そ
の
対
策
に
移
り
ま
し
た
。

日
炭
の
閉
山
は
従
業
員
と
そ
の
家
族

の
生
活
、
関
連
商
工
業
、
ひ
い
て
は
町

行
財
政
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ず
に
は
い
ま
せ
ん
が
、
特
に
問

題
と
な
る
も
の
を
要
約
す
る
と
つ
ぎ
の

六
項
目
と
な
り
ま
す
。
①
鉱
害
問
題
⑧

民
生
の
安
定
に
つ
い
て
㊥
従
業
員
の
住

宅
問
題
と
環
境
衛
生
問
題
④
社
宅
に
対

す
る
水
道
問
題
⑨
商
工
業
対
策
と
企
業

誘
致
①
町
財
政
問
題
。

町
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
住

民
の
利
益
と
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
環
境

を
守
り
整
備
す
る
観
点
か
ら
、
目
炭
に

対
し
、
会
社
の
責
任
に
お
い
て
実
施
し

て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
裏
面
別
掲
の
と

お
り
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
町
行
政

の
責
任
に
お
い
て
問
題
の
解
決
を
は
か

る
た
め
国
、
県
及
び
関
係
事
業
用
等
に

瑠
璃
問
机
露
開
墾

い
ま
す
。民
生
安
定
問
題

会
社
は
、
離
職
者
の
系
列
会
社
へ
の

吸
収
は
困
難
と
し
て
お
り
、
従
業
員
の

再
就
職
に
つ
い
て
は
労
使
に
よ
る
就
職

あ
っ
旋
委
員
会
の
投
匿
と
公
共
職
業
安

定
所
の
就
職
あ
っ
旋
に
よ
る
再
就
職
が

計
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
炭
従
業

員
の
八
十
三
％
が
三
十
五
歳
以
上
の
中

高
年
齢
者
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
高
年
齢

層
等
に
つ
い
て
は
再
就
職
に
相
当
の
困

難
が
予
想
さ
れ
、
関
係
機
関
の
特
別
な

配
慮
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

措
置
が
適
切
で
な
い
場
合
、
一
鉱
閉
山

当
時
四
十
七
％
の
増
加
率
を
示
し
た
生

活
保
護
望
冊
が
、
退
職
者
数
等
の
規
模

か
ら
み
て
、
今
回
上
回
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
る

と
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
面
に
も
幾

多
の
問
題
が
起
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。ま
た
、
閉
山
に
よ
る
離
職
者
世
帯
の

収
入
減
は
、
必
然
的
に
共
稼
ぎ
世
帯
の

増
加
を
ま
ね
き
、
保
育
所
等
児
童
福
祉

施
設
の
増
設
も
必
要
と
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
再
就
職
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
で

も
専
門
の
係
を
お
き
優
良
企
業
の
調
査

等
を
行
な
う
考
え
で
あ
り
ま
す
。

鉱
害
問
題

四
十
年
の
第
一
鉱
業
所
、
四
十
四
年

の
浅
川
鉱
業
所
と
二
度
の
閉
山
に
対
す

る
閉
山
交
付
金
の
交
付
に
当
っ
て
、
鉱

害
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
が
日
庚
の
鋭
得

に
よ
り
、
石
炭
合
理
化
事
業
団
に
対
す

る
鉱
害
賠
償
請
求
の
申
し
立
て
を
行
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
水
巻
町
内
の
日
炭
鉱

区
は
こ
の
時
点
で
消
滅
し
て
い
る
た

め
、
今
回
の
閉
山
に
つ
い
て
は
水
巻
町

内
の
鉱
害
に
対
す
ゑ
晶
化
革
業
団
へ

の
鉱
害
賠
償
請
求
の
申
し
立
て
は
不
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鉱
害
復
旧
は
、
閉
山
方
式
が
一
般
閉

山
に
決
ま
り
、
有
権
者
と
し
て
の
日
本

炭
鉱
に
よ
る
鉱
害
復
旧
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
時
点
で
日
炭
の
債
務
、
資
産
状

況
等
か
ら
推
定
し
て
、
鉱
害
復
旧
を
す

み
や
か
に
行
な
う
資
力
を
望
む
こ
と
は

無
理
な
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
口
炭
の
鉱
害
に
対
し
て
早
急
な
無
資

力
鉱
害
の
認
定
を
受
け
、
国
に
よ
る
す

み
や
か
な
鉱
害
復
旧
が
望
ま
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
公
共
物
に
対
す
る
鉱
害

復
旧
菅
の
町
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
水

巻
町
の
財
政
力
か
ら
み
て
負
担
に
耐
え

ら
れ
な
い
の
で
、
国
の
特
別
な
財
政
配

慮
を
望
ん
で
い
ま
す
。

社
宅
の
予
選
問
題

社
宅
に
対
す
る
水
道
は
、
現
在
、
会

社
が
北
九
州
市
か
ら
工
業
用
水
を
分
水

し
て
も
ら
い
こ
れ
を
簡
易
水
道
と
し
て

家
庭
配
水
し
て
い
ま
す
。
労
使
の
協
議

に
よ
っ
て
当
分
現
在
の
状
態
が
継
続
さ

れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
民
と
し

て
当
然
最
終
的
に
は
町
水
道
の
給
水
区

域
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
現
在
の
町
水
道
企
業
は

源
水
を
中
間
市
、
北
九
州
市
か
ら
購
入

し
、
こ
れ
を
給
水
す
る
変
則
経
営
で
あ

り
、
年
間
紀
二
、
五
〇
〇
万
円
程
度
の

赤
字
を
出
し
て
い
る
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
、
魂
在
の
水
道
第
二
次
拡

張
計
画
と
社
宅
区
域
の
集
約
、
受
け
入

れ
の
時
期
、
老
朽
施
設
が
多
く
有
収
率

が
六
十
五
％
と
低
い
日
炭
水
遣
施
設
の

問
題
、
源
水
の
確
保
、
こ
の
計
画
の
実

施
に
必
要
な
財
政
の
裏
づ
け
等
困
難
な

措
問
題
を
か
か
え
で
い
ま
す
の
で
、
ま

ず
こ
れ
ら
の
解
決
を
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
宅
問
題
に
つ
い
て
は
労
使
の
話
し

合
い
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

中
で
当
面
の
解
決
は
さ
れ
て
も
基
本
的

な
問
題
解
決
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
わ
れ
せ
す
。
こ
の
社
宅
の
居
住
期

間
は
会
社
の
土
地
処
分
、
ひ
い
て
は
町

の
都
市
計
画
等
に
深
い
関
連
を
も
っ
て

い
ま
す
。
町
は
社
宅
問
題
解
決
の
前
例
と
し

町
議
会
は
一
月
二
十
四
日
［
ｌ
炭
閉
山

間
組
が
公
に
な
る
と
翌
日
直
ち
に
全
員

協
議
会
を
開
き
こ
の
間
硯
を
討
議
、
そ

の
後
、
臼
炭
労
職
組
、
会
社
側
か
ら
事

情
を
聴
輿
町
全
体
に
与
え
る
影
響
の

大
き
さ
を
憂
慮
し
、
直
ち
に
代
表
を
関

題
対
策
委
員
会
を
設
置
、
専
門
委
展
を

任
命
し
、
こ
の
間
題
の
資
料
収
集
、
実

情
の
調
査
、
対
策
の
立
案
に
入
り
、
議

会
の
特
別
委
員
会
と
呼
応
し
て
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

労
職
組
が
閉
山
を
の
み
、
条
件
討
議
に

特
別
委
設
置
し
て
対
策

係
各
省
に
派
適
し
て
閉
山
反
対
の
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
一
月
二
十

九
日
に
、
口
炭
問
題
特
別
委
民
会
を
設

置
、
閉
山
の
与
え
る
影
響
の
検
肘
と
そ

の
対
策
、
閉
山
阻
止
の
た
め
の
陳
情
活

劇
に
強
く
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
一

執
行
部
も
日
炭
間

入
る
状
勢
の
変
化
か
ら
、
閉
山
後
の
町

財
政
、
鉱
害
、
民
庄
安
定
、
商
工
業
対

策
等
の
諸
問
題
の
解
決
を
は
か
る
こ
と

に
重
点
を
切
り
か
え
、
現
在
、
国
の
関

係
各
省
を
主
と
し
た
強
い
陳
情
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

－

臼炭閉山と町の活動
月　日　　　　　　　　事　　　項

1月24日　新聞報道により日炭閉山か9
25日　議会開会中の全員協議会において日炭開山につ
いて討議。同協議会において日炭労組書記長陳
情。日本炭磯による鉱害量調査開始（駐在員、
生産組合長に調査依頼）

26日　会社中村部長と職組組合長の説明をきく
26日－29日　町側助役、議会側議長外2名急ぎ上京、
日炭存続のため各省、石特に陳情。

29日　全員協議会で陳情報告をきく。本会議において
日炭問題特別委員会設置。執行部日炭閉山問題
対策委員会を設麿6人の委員を任命調査開始

30日　北九州市松尾助役に町長から協力依頼
2月3日～7日　町長、議長外1名上京陳情
8日　目炭問題特別委員会（議会）上京陳情の報告
9日～14日　副議長外3名上京陳情
12日　合理化事業団九州支部及通産局一般閉山、特別
閉山について検討

13日　目炭閉山問題対策委員会上記報告、対策協議陳
情書作成

15日　　　　　〃　　資料、陳情書作成
16日　　　　　ク　　山田、稲築町、閉山地域の調査
18日　県振興課資料収袋のため来町
19日　通産局振興課資料収集のため来町。日炭問題特
別委員会小委員会を設立発足さす

20日　目炭労、職より陳情。厚生部長、職組代表から
現状説臥今後の協力依租を受ける

23日　議会、執行部合同小委員会を開催、日炭巾入寮
の検討。県内ｌ刻係機関で閉山に伴う中小企業倒
産防止対策協議会開催
（場所　八幡市民会館）

2月24日～26日　目炭閉山問題対策委員会通産省べの申入
書作成

27日　議会小委員会日炭申入書を検討
3月1日　　ク　　　日炭申入書、陳情書を作成
2日　通産局振興課来町資料作成、打合せ
2日－5日　町長、財政課長上京
3日　目炭へ申入書を交付（本多、中村重役に対し助
役、議長外4名で）

4日　助役、副議長外4名県、通産局へ陳情
5日　関係各省、地元国県議外へ陳情書を発送
8日　地元出先県機関へ町長陳情
9日　北九州水道局へ町長陳情。日炭より回答香を
受理

10日　議会小委員会回答書検討再申人を決定
11日　対策委員会回答書について検討
13日　議長外3名上京関係各省に陳情
16日　県職安、教審委員会地方課等に陳情

て
、
一
鉱
閉
山
に
伴
う
離
職
者
の
居
住

問
題
解
決
の
た
め
、
吉
田
地
区
に
改
艮

住
宅
建
設
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
事
業
は
本
町
財
政
力
の
殆

ん
ど
を
つ
ぎ
込
ん
で
」
現
在
な
お
継
続

中
で
あ
り
、
今
回
の
閉
山
に
伴
う
離
職

者
の
住
宅
問
題
を
町
独
自
で
解
決
す
る

に
は
そ
の
財
政
力
か
ら
不
可
能
と
考
え

ら
れ
日
国
、
県
、
雇
用
促
進
事
業
団
、
住

宅
公
社
等
の
賃
貸
住
宅
、
分
譲
住
宅
を

誘
致
す
る
＝
以
外
に
解
決
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
町
は
日
炭
に
対
し
、
現
在

の
社
宅
を
相
当
期
間
離
職
者
に
居
住
を

許
し
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
社
宅
を
集

約
し
な
か
ら
社
宅
跡
地
の
う
ち
、
地
耐

力
の
強
い
場
所
を
公
共
用
住
宅
地
と
し

て
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
実
情
を
強
く

啓
見
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
問
題
に
関
連
す
る
環
境

衛
生
間
髄
も
し
尿
、
ご
み
の
処
理
、
下

水
の
管
理
、
電
力
の
個
人
へ
の
切
替
え

等
数
多
く
の
問
題
を
残
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
件
に
つ
い
て
は
、
町
ま
た
は
一

部
事
務
組
合
へ
切
替
え
る
時
点
で
問
題

の
起
ら
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
を
会
社

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
と
商
工
業

閉
山
問
題
が
起
る
前
に
抽
出
方
法
で

行
な
っ
た
町
民
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

町
民
の
七
〇
％
程
度
が
勤
労
者
の
住
宅

を
主
と
し
た
環
境
の
盤
傭
さ
れ
た
町

づ
く
り
を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
住
民

の
意
向
に
そ
っ
た
町
づ
く
り
を
な
す
べ

き
で
す
が
目
庚
工
場
敷
地
跡
、
産
炭
地

域
振
興
事
業
団
が
造
成
す
る
工
場
団
地

等
に
は
、
公
賓
を
伴
な
わ
な
い
優
良
企

業
の
誘
致
町
財
政
の
体
質
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
離
職
者
の
再
雇
用
の
あ

っ
旋
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
商
工
業
者
の
殆
ん
ど
は

目
顔
に
関
連
を
も
っ
て
お
り
、
閉
山
が

与
え
る
打
撃
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の

が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
こ
の
打
撃

を
い
く
分
で
も
弱
め
る
た
め
、
特
別
融

資
の
あ
っ
せ
ん
、
利
子
補
給
、
預
託
金

制
度
、
借
用
保
証
協
会
保
証
料
の
補

助
、
倒
産
関
連
特
別
保
証
制
度
等
の
対

策
を
早
急
に
実
施
す
る
た
め
、
関
係
機

関
と
連
絡
を
と
る
と
と
も
に
、
関
連
企

業
の
倒
産
防
止
、
下
請
企
業
の
新
規
事

業
の
あ
っ
旋
等
を
緊
急
に
配
慮
す
る
よ

う
要
賄
し
て
い
ま
す
。

窮
迫
す
る
町
財
政

国
の
特
別
措
置
望
む

今
回
の
日
炭
若
松
鉱
業
所
の
閉
山

は
、
同
鉱
が
北
九
州
市
に
位
置
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
業
員
の
八
割

以
上
が
住
ん
で
い
る
水
巻
町
が
実
際
の

打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

白
炭
か
ら
の
税
収
は
鉱
産
税
、
住
民

税
、
固
定
資
産
税
等
で
四
十
五
年
度
で

約
二
、
五
〇
〇
万
円
、
本
町
税
収
の
一

企
業
、
下
靖
業
者
の
税
収
を
加
え
る
と

二
五
％
以
上
と
な
り
、
町
は
主
要
な
財

源
を
失
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方

今
ま
で
脱
明
し
た
諸
問
題
解
決
の
た

め
、
ま
す
ま
す
大
き
な
経
費
の
負
担
が

考
え
ら
れ
、
町
財
政
の
窮
迫
皮
は
強
ま

る
こ
と
は
明
白
で
す
。
し
か
し
、
町
民

の
生
活
を
守
る
施
策
は
自
治
体
と
し
て

当
然
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
国
の
特
別
な
捨
直
姦
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
れ
を
強
く
関
係
機
関
に
要

六
彪
嘗
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
請
し
て
い
ま
す
。

‥　‥＿　‥．．＿＿．Ｊ
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田
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軋
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問
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．
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．
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．
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．
一
一
一
題
1
－
－

州
緊
急
対
策
要
項
を
決
め
葡

九

州

地

方

各

省

連

絡

会

議

三
月
九
日
、
福
岡
通
産
局
に
お
い
て
臨
時
石
炭
対
策
本
部
・
産
炭
地
域
振
興
九
州
地
方
各
省
連
絡

合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
日
炭
閉
山
に
対
す
る
諸
問
題
が
検
肘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
通
産

局
を
中
心
に
、
国
・
県
・
金
融
機
関
・
各
公
団
・
公
社
等
が
集
ま
っ
た
も
の
で
、
目
顔
閉
山
の
緒
問

題
に
対
し
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
緊
急
対
策
要
項
と
し
て
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
困
難

問
題
の
多
い
水
道
移
管

日
炭
の
社
宅
、
炭
住
等

生
活
環
境
施
設
の
八
割
は

の
　
水
巻
町
に
現
存
し
、
同
専

山
　
用
水
遺
施
投
は
閉
山
に
伴

閉
　
っ
て
同
社
は
速
か
に
水
巻

町
に
移
管
し
た
い
意
向
で

あ
る
が
、
町
と
し
て
は
現

町
営
水
道
事
業
の
年
間
二

千
五
百
万
円
に
お
よ
ぶ
赤

字
経
営
な
ら
び
に
炭
住
等

の
整
備
計
画
、
有
収
率
等

不
確
定
要
素
の
山
稜
が
あ
り
、
現
状
に

お
け
る
移
管
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
当
分
の
間
日
炭
に
お
い
て
紐
横
給

水
を
検
肘
す
㌃
外
な
い
。

防
災
施
設
の
整
備

炭
住
地
区
は
密
集
市
街
地
を
形
成

し
、
閉
山
に
伴
う
荒
廃
が
火
災
等
の
多

発
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
、
炭
鉱
所
有

老
朽
施
投
の
改
尊
な
ら
び
に
施
設
の
近

代
化
を
早
急
に
は
か
る
。

日
炭
幼
児
園
問
題

炭
住
関
係
幼
児
園
七
園
（
園
児
数
二

七
五
名
）
の
廃
止
に
伴
う
転
園
に
つ
い

て
、
保
育
所
の
増
強
等
を
炭
住
盤
傭
計

画
と
合
わ
せ
検
討
の
う
え
、
所
要
の
整

備
を
促
進
す
る
。

公
共
下
水
道
の
整
備

炭
住
内
下
水
溝
等
の
排
水
地
役
は
、

炭
鉱
の
経
営
不
擬
に
よ
っ
て
維
持
管
理

不
艮
で
、
堆
土
、
憲
兵
等
衛
生
管
理
上

支
障
を
来
た
し
て
い
る
の
で
、
下
水
溝

の
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ら
び
に
施
設
の
改
修

を
は
か
る
。

・
釘
職
者
対
策

金
社
と
し
て
は
、
系
列
会
社
へ
の
吸

収
は
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
、
離
職
者

の
再
就
職
に
つ
い
て
は
労
使
に
よ
る
就

職
あ
っ
旋
委
員
会
の
殴
匿
と
公
共
職
業

安
定
所
の
就
職
あ
っ
旋
に
よ
る
再
就
職

促
進
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
し
か

し
特
に
商
年
令
層
、
身
体
障
害
者
、
未

亡
人
等
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
相
当
の

困
難
が
予
想
さ
れ
る
の
で
今
後
十
分
な

配
慮
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

特
別
融
資
等
の
措
置
を

中
小
企
業
対
策

日
本
炭
濱
に
関
連
す
る
商
工
業
者
は

そ
の
大
半
は
同
社
に
依
し
て
お
り
今
般

の
閉
山
が
及
ぼ
す
影
響
は
極
め
て
著
し

い
も
の
が
あ
り
、
特
に
零
細
中
小
企
業

者
は
そ
の
体
力
等
よ
り
倒
産
防
止
、
転

業
、
移
転
の
あ
っ
せ
ん
を
強
力
に
措
置

す
る
も
の
と
し
、
つ
ぎ
の
対
策
を
積
極

的
に
促
進
す
る
要
が
あ
る
。

イ
　
産
炭
地
域
中
小
企
業
者
向
特
別
融

資
口
　
産
炭
地
城
中
小
企
業
振
興
資
金
の

特
別
枠
設
定
の
た
め
の
預
託
金
制
度

な
ら
び
に
借
用
保
証
協
会
保
証
料
の
る
。
東
、
日
炭
の
鉱
害
処
理
は
、
年
実
に
履
行
さ
せ
る
と
共
に
復
旧
に
つ
い

補
助金
融
相
談
所
の
設
立

庫
小
企
業
借
用
保
険
法
に
も
と
づ

く
倒
産
関
連
特
別
保
証
制
度

ホ
移
転
、
転
業
の
あ
っ
せ
ん

現
在
の
復
旧
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る

鉱
害
復
旧
対
策

日
炭
の
金
鉱
音
量
は
、
炭
鉱
提
出
資

料
に
よ
れ
ば
、
百
十
億
円
と
さ
れ
て
い

次
計
画
を
た
て
て
逐
次
、
復
旧
を
実
施

し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
突
然

の
閉
山
に
よ
り
、
地
元
民
に
対
し
、
鉱

害
処
理
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

不
安
感
を
与
え
て
い
る
。

当
局
は
、
こ
の
種
の
不
安
、
焦
躁
感

を
除
く
た
め
、
資
金
計
画
、
復
旧
計
画

等
の
実
態
を
把
捜
し
な
が
ら
、
日
炭
が

計
画
し
て
き
た
ｌ
復
旧
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
今
後
強
力
な
指
導
を
行
な
う

考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
農
地
等
の
年
次
賠
償
等
を
確

日
炭
へ
申
し
入
れ

鉱
害
復
旧
・
資
産
処
分
な
ど
で

町
は
今
回
の
日
炭
閉
山
が
あ
わ
た
だ

し
く
中
央
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
自
治

体
と
し
て
や
む
を
得
ず
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
非
常
に
残

念
に
患
っ
て
い
ま
す
が
、
三
月
一
日
付

で
日
炭
閉
山
に
伴
う
会
社
の
方
針
と
今

後
の
措
置
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
と

と
も
に
、
閉
山
が
町
に
与
え
る
影
響
の

大
き
さ
、
今
後
の
日
炭
の
資
産
処
分
、

鉱
害
復
旧
問
題
等
が
、
町
行
政
の
基
本

問
題
の
す
べ
て
に
関
連
す
る
重
大
事
項

で
あ
る
の
で
、
執
行
部
、
議
会
に
お
い

て
検
討
し
た
事
項
に
つ
い
て
日
炭
に
申

し
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
日
庚
か
ら
現
状
で
は
早

急
に
具
体
的
な
回
答
を
し
か
ね
る
点
が

多
く
あ
る
こ
と
を
付
し
て
、
別
掲
の
と

お
り
回
答
を
受
け
ま
し
た
が
、
な
お
問

題
点
に
対
す
る
明
確
な
回
答
を
求
め
て

現
在
第
二
回
目
の
申
し
入
れ
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

（
注
）
申
入
書
、
回
答
書
は
と
も
に
要

約
し
た
も
の
で
す
。

す
み
や
か
な
復
旧
を

鉱
害
問
題

第
姦
業
所
、
浅
川
鉱
業
所
の
閉
山

に
醸
し
、
合
理
化
事
業
団
に
申
し
立
て

す
る
こ
と
が
当
然
な
鉱
害
賠
償
諦
求
に

つ
い
て
、
そ
の
申
し
立
て
を
し
な
い
よ

う
求
め
た
会
社
の
一
念
書
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
会
社
の
費
任
に
お
い
て
、

速
や
か
に
約
束
さ
れ
た
年
円
に
鉱
賓
復

旧
を
終
了
す
る
こ
と
。
ま
た
、
無
資
力

鉱
害
と
な
り
国
が
復
旧
す
る
場
合
に
お

け
る
公
共
鉱
害
に
対
す
る
町
負
担
に
つ

い
て
は
、
従
来
鼠
過
か
ら
会
社
で
負

担
し
て
も
ら
い
た
い
。

資
産
処
分

町
基
本
計
画
と

事
前
の
協
議
を

社
有
地
の
処
分
に
つ
い
て
は
社
宅
問

題
と
の
関
連
も
あ
り
、
町
の
総
合
計

画
、
都
市
計
画
の
策
定
、
道
路
認
定
な

ど
に
関
連
が
あ
る
の
で
処
分
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
と
事
前
に
協
議

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

3
　
体
育
施
設
　
高
給
球
場

4
　
役
場
庁
舎
用
地
　
地
耐
力
位
置
か

ら
み
て
、
将
来
の
防
音
改
築
に
よ
る

庁
舎
建
設
地
に
最
適
と
患
わ
れ
る
碗

業
所
事
務
所
、
頃
末
配
給
所
附
近

5
　
保
育
所
用
地
　
住
宅
が
集
約
さ
れ

た
地
点
に
保
育
所
の
公
共
用
地

6
　
公
民
館
と
消
防
施
投

住
宅
問
題

労
使
で
現
在
協
請
中
で
、
こ
の
結
果

を
ま
つ
は
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
つ
ぎ
の

ま
た
つ
ぎ
の
用
地
は
、
町
の
将
来
図
こ
と
を
要
望
す
る
。

作
成
に
ぜ
ひ
必
要
で
す
の
で
無
償
、
ま
ｌ

た
は
低
価
格
で
分
譲
し
て
い
た
だ
き
た

ヽ
一
Ｏ

，
Ｖｌ
　
道
水
路
公
共
用
地
　
町
県
道
と
し
2

て
認
定
し
て
い
る
土
地
、
総
合
計
画

に
よ
り
町
県
道
と
し
て
必
要
な
用
水

路
2
　
公
園
緑
地
　
高
山
、
明
神
ケ
辻
、

机
山
一
帯
の
山
林
中
の
金
社
用
地
と

梅
ノ
木
、
古
賀
区
間
の
中
央
緑
地
帯
3

民
生
安
定
の
立
場
か
ら
、
退
職
者

を
現
社
宅
に
相
当
長
期
に
居
住
さ
せ

る
こ
と
を
認
め
る
こ
と

し
尿
、
ご
み
処
理
、
電
力
切
替

え
、
共
同
浴
場
の
管
理
、
下
水
道
の

管
理
な
ど
環
境
衛
生
に
つ
い
て
十
分

配
慮
さ
れ
、
町
、
一
部
事
務
組
合
へ

の
移
管
時
に
問
題
の
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
公
共
的
建
物
蚤
貸
住
宅
、
分
譲

住
宅
用
地
と
し
て
、
地
耐
力
の
あ
る

地
域
を
捜
供
し
て
い
た
だ
き
た
い

水
道
問
題

本
町
水
道
が
源
変
轟
入
し
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
毎
年
二
、
五
〇
〇
万
円

以
上
の
赤
字
経
営
で
あ
る
現
状
か
ら
社

宅
の
水
道
を
町
に
切
り
替
え
る
に
は
幾

多
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
町

民
と
し
て
当
然
本
町
水
道
給
水
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
承
知
し
て
い

ま
す
。
が
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
財

政
力
、
補
助
手
続
、
水
量
の
確
保
、
料

金
、
社
宅
の
受
入
れ
体
制
生
嘉
間
組
の

解
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

そ
の
間
会
社
に
お
い
て
現
在
ど
お
り
管

理
し
て
も
ら
い
た
い
。

鉱
害
が
心
配

日
本
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

日
本
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
の
操
業
開
始
に

あ
た
っ
て
、
そ
の
企
業
の
性
質
上
鉱
害

場
を
と
り
ま
し
た
が
、
日
炭
が
鉱
害
に

つ
い
て
共
同
費
任
を
と
る
と
い
う
保
証

を
得
て
い
ま
す
。

今
回
、
日
炭
閉
山
に
も
か
か
わ
ら
ず

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
工
業
が
事
業
を
継
椀
す

る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
の
で
こ
の
件
に

対
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

関連企兼の集まっている頓宋附近

中央がベントナイトエ禦

鉱
害
問
題
に
つ
い
て

四
十
年
第
一
鉱
業
所
閉
山
に
際
し
て

は
、
若
松
鉱
業
所
へ
の
転
換
計
画
の
中

で
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
に
鉱
害
処
理

を
完
了
す
べ
く
長
期
計
画
を
し
て
い
た

が
、
社
内
の
実
行
計
画
（
出
炭
そ
の

他
）
、
国
の
補
助
等
諸
計
画
が
当
初
計

画
と
そ
ど
し
、
現
在
四
十
六
圧
虔
復
旧

に
危
ぐ
を
も
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
鉱
害
復
旧
は
閉
山

後
の
重
大
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
被
害

が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
反
対
の
立
者
に
迷
惑
の
な
い

と
充
分
協
議
し
善
処
す
る
つ
も
り
で
あ

る
の
で
、
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
は
し

ば
ら
く
の
猶
予
を
お
願
い
し
た
い
。

資
産
処
分
に
つ
い
て

社
有
地
に
つ
い
て
は
、
鉱
業
財
団
の

組
成
物
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

分
離
に
つ
い
て
は
、
財
団
低
当
権
者
の

同
意
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
閉

山
に
伴
い
今
後
鉱
業
財
団
の
取
扱
に
つ

い
て
金
融
団
と
折
衛
の
予
定
で
あ
り
、

基
本
方
針
が
確
定
し
だ
い
、
町
基
本
計

画
と
関
係
あ
る
社
有
地
の
処
分
に
つ
い

て
は
協
議
し
た
い
。
こ
の
場
合
時
期
、

価
格
が
問
題
と
な
る
が
早
い
時
期
に
町

都
市
計
画
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
宅
問
題
に
つ
い
て

社
宅
、
環
境
衛
生
問
題
に
つ
い
て
は

団
体
交
渉
の
中
で
協
定
成
立
に
努
力
す

る
。
公
共
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
資
産

処
分
の
件
で
述
べ
た
と
同
様
の
問
題
が

あ
る
が
、
至
急
所
致
計
画
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

水
道
問
題
に
つ
い
て

水
道
の
維
持
管
理
は
日
々
の
生
活
に

不
可
決
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
国
の
補

助
の
伴
う
閉
山
水
道
切
替
事
業
を
一
日

も
早
く
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
エ
撫

こ
の
件
に
つ
い
て
等
ン
ト
ナ
イ
ト

工
業
よ
り
説
明
さ
椒

て
は
、
精
算
時
に
お
い
て
も
そ
の
ペ
ー

ス
を
く
ず
す
こ
と
な
く
、
処
理
要
員
を

確
保
さ
せ
、
炭
鉱
、
被
害
者
お
よ
び
関

係
県
、
地
方
公
共
団
体
と
の
密
按
な
連

絡
を
保
ち
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
充
分
聞

き
な
が
ら
、
円
滑
、
迅
速
な
復
旧
恵

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。社
有
地
の

有
効
利
用

水
巻
町
の
全
域
に
わ
た
っ
て
鉱
業

、
用
地
、
炭
住
用
地
等
相
当
な
面
譲
に
及

ぶ
社
有
地
本
音
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
用

地
は
北
九
州
都
市
圏
の
拡
大
等
に
よ
っ

て
用
途
価
値
が
急
騰
し
、
同
地
域
開
発

に
か
か
る
都
市
機
能
の
整
備
上
、
重
要

な
相
関
性
希
有
す
る
に
至
っ
た
。
よ
っ

て
円
滑
な
地
域
開
発
を
促
進
す
る
た
め

有
効
な
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
社
有

地
の
鉱
業
財
団
抵
当
権
者
等
の
棟
極
的

な
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

水
巻
町
は
北
九
州
市
と
同
一
都
市
圏

を
形
成
し
、
町
の
メ
イ
ン
は
日
炭
社
有

地
が
大
半
を
占
め
都
市
形
態
が
炭
鉱
を

軸
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
今
般
の
日
炭

閉
山
に
伴
い
、
そ
の
社
会
資
本
の
利
用

を
は
か
り
つ
つ
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
同
計
画
の

●方
向
に
そ
っ
た
日
炭
社
有
地
の
有
効
利

用
を
は
か
る
。

産
業
基
盤
整
備

道
路
　
同
地
域
の
交
通
体
系
を
整

え
、
隣
接
拠
点
地
域
と
の
有
機
的
遵
け

い
を
強
化
す
る
た
め
国
道
一
九
九
号
線

バ
イ
パ
ス
建
投
の
促
進
、
主
要
地
方
道

若
松
～
芦
屋
～
福
間
線
、
一
般
地
方
道

高
須
～
二
島
線
、
水
巻
～
芦
屋
線
等
の

整
備
の
は
か
、
こ
れ
ら
幹
線
道
路
と
の

連
絡
漣
の
整
備
強
化
を
は
か
る
。

用
地
　
日
庚
社
有
地
の
有
効
利
用

を
は
か
り
つ
つ
、
閉
山
の
影
響
姦
極

的
に
吸
収
緩
和
す
る
企
業
導
入
を
促
進

す
る
た
め
の
工
業
団
地
の
造
成
と
、
北

九
州
都
市
圏
内
の
住
宅
団
地
の
造
成
を

促
進
す
る
。

用
水
　
地
撼
丙
産
業
の
振
興
と
住

民
の
飲
料
水
の
確
保
を
は
か
る
た
め
、

遠
賀
川
河
口
堰
建
投
の
促
進
と
地
域
内

河
川
等
の
有
効
利
用
を
は
か
る
た
め
の

綱
査
を
実
施
す
る
。

・し・一・ド・　　ノイち菌
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